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ψ今年はサツキの花芽の数が少ないようです.昨年

花が終わったときに,刈込みをしたにもかかわらず

です.近所のサツキを見て回りましたが同様なよう

です.楽しみが減った感じです.皆さんの所はどう

ですか.我が家の猫の額ほどの芝生に蟻が巣を作っ

て盛んに食料を運んでいます.｢蟻が蝶の羽を運ん

でいる.まるでヨットのようだ｣という詩があったと

思いますが,自分の体よりも大きな物を運んでいま

す.芝生が枯れるので,巣に薬を吹き込むのですが,

少しも効きません.どうしたものかと考えこんでい

ます.

ψさて,今月号はパキスタン特集をお送りします.

私は長い間調査船乗りをしていましたので,いろい

ろな国を訪れましたが,パキスタンはありません.

パキスタンってインドの東と西にある国だろうといっ

たら,古いと笑われました.今では西がパキスタン

で,東はバングラデシュですよね.

φ十数年も前,地質調査所に沿海鉱物資源研修コｰ

スというのがありました.パキスタンからの研修生

が砂金の探査法を会得したいとのこキで,私が担当

することになり,久慈川の上流で研究したことが懐

かしく思い出されます.

ψこの特集で,日本の協力によって設立されたパキ

スタン地質科学研究所の計画当初から苦労された白

波瀬氏がその顛末記を紹介しています.外国で何か

を行うということは大変なことだと感じさせられま㌔

す.同氏が述べているように,今後の国際協力事業

の実施に参考になればと思います.また,同氏と久

保氏はパキスタンの地質概説を紹介しています.

φこのプロジェクトに地質調査所から参加した中島

氏はコヒスタンの地質を紹介し,大陸の衝突につい

て述べています.この中で,｢大陸ここに衝突せり｣

の看板に｢ここではない.もっと北｣と偉い博士が手

書きで書き込んであるとのことです.

ψセノテチス海の生成と消滅,ペルム紀とトリアス紀

の境界問題は科学技術特別研究員の中氏によるも

のです.彼が研究を続けられる職を得られると良い

のですが.

φ石原氏は花筒岩の帯磁率の語を紹介しています

が,同氏によれば,今回の記事が最初に出るはずだ

ったので,帯磁率の基本をやさしく解説していると

のことです.

φ金鉱床の探査は鈴木氏,クロム,白金については

中川氏が紹介しています.ご参考になればと思いま

す.

(有田正史)

[訂正]

1998年4月号no.524,p.10｢北アルプスの白い滝一硫黄沢の溝状石灰華一｣右投2～3行目

(誤)｢1983年から1987年にかけて行った(高橋ほか,1984;高橋ほか,1985)｣

↓

(正)｢1993年から1997年にかけて行った(高橋ほか,1994;高橋ほか,1995)｣
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